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全海洋の半分は太平洋
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7つの海



7つの海
期待される成果
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SDGsは2015年9月の国連サミットで採択。国連加盟193か国が
2016年～2030年の15年間で達成目標
17のゴールと169のターゲット
leave no one behind（誰一人取り残さない）

持続可能な開発目標（SDGs）



目標1:貧困をなくそう
目標2:飢餓をゼロに
目標3:すべての人に保健と福祉を

目標4:質の高い教育をみんなに
目標5:ジェンダー平等を実現しよう

目標6:安全な水とトイレを世界中に

目標7:エネルギーをみんなに、
そしてクリーンに

目標8:働きがいも経済成長も
目標9:産業と技術革新の基盤をつくろう

目標10:人や国の不平等をなくそう

目標11:住み続けられるまちづくりを

目標13:気候変動に具体的な対策を

目標14:海の豊かさを守ろう
目標15:陸の豊かさも守ろう

目標16:平和と公正をすべての人に

目標17:パートナーシップで目標を達成しよう

目標12:つくる責任つかう責任経済

社会

生物圏

SDGs “Wedding Cake”
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SDG14：海の豊かさを守ろう

・SDG13：気候変動対策
・SDG２ ：飢餓をなくそう
・SDG１ ：貧困をなくそう
・SDG３ ：健康
・SDG６ ：安全な水
・SDG７ ：クリーンエネルギー
・SDG11：安全かつ強靭な都市
・SDG12：作る責任 使う責任
・SDG15：森林育成

・SDGsの目標とターゲットの進捗のフォローアップは、
各国が自主的に、各国の主導で行う

・各国は自国の国益の実現をはかりながら、達成に努力する 7



•2016年：18位（75点）
•2017年：11位（80.2点）
•2018年：15位（78.5点）
•2019年：15位（78.9点）
•2020年：17位（79.1点）
•2021年：18位（79.8点）

2018年
貧困

健康
教育

エネルギー

海

8
ドイツのべルテルスマン財団及び持続可能な開発方法ネットワーク(SDSN)による報告書
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各 SDG への上位 25の政府開発援
助 (ODA) プロバイダーからの寄付

GOSR2020より

2013年から2017年までの
海洋科学支出額の年平均変化率



10http://between.shinken-ad.co.jp/univ/ImpactRanking_SDG.pdf

日本からのSDG14トップ100入りは前年の3校から9校に
世界ランキングでは京都大学（15位）、北海道大学（17位）が
トップ20入り



海とは
海は地球上の生活空間の96%を占めている
海に地球上の生物の80%が生きている
海は地球表面積の71%を占めている
海は地球温暖化による蓄積されたエネルギーの93%を吸収している
我々が呼吸する約半分の酸素を海洋植物が生成している
魚は動物性タンパク質の15％以上を42億人に提供している
国際貿易の90％は海上輸送による
地球上の鉱物資源の80%を有する
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海洋基本法
（平成十九年四月二十七日法律第三十三号公布）

（海洋に関する科学的知見の充実）

第四条 海洋の開発及び利用、海洋環境の保全等が適切
に行われるためには海洋に関する科学的知見が不可欠で
ある一方で、海洋については科学的に解明されていない
分野が多いことにかんがみ、海洋に関する科学的知見の
充実が図られなければならない。
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観測された地上気温の変化（2014-2018）
1951‒1980の平均気温と比べて

13気温はどこも同じように上昇しているわけではない



全球表面海水の水温の時間的変化

100年に0.5℃上昇
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陸と海の温度
陸の
平均

海の平
均



1%
3%
3%

1立方メートルの空気を
１℃上げるのに300 cal

1立方メートルの海水を
１℃上げるのに
1,000,000 cal

熱はどこへ貯まるの？
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地球温暖化と海洋酸性化
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二酸化炭素が増えれば、酸素が減る
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年間7.9Gt-Cで放出される化石燃料起源CO2の55%が大気に蓄
積し、約25%が海に、約20%が陸上生物圏に吸収されている 19



20
1950年以降 – 500を超える沿岸システムが酸素飽和度が20～25％未満
1960年以降 –外洋は酸素存在量の2％を失う

外洋も沿岸域も酸素が減少

海洋貧酸素化

海洋富栄養化

表層成層化

海水温上昇
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このままでは、2050年には海洋プラスチックの
重さが海の魚の重さを超えるかもしれない

プラスチック
の生産量

プラスチック
と魚の割合

石油に占める
プラスチック

炭素収支に占め
るプラスチック
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開発の⼿段

国際法の実施と
執行小規模漁業の支援

海洋の健康に関す
る科学的知識、研
究、技術の促進

開発の手段

沿岸および海洋域
の保全
海洋保護区の拡大

海洋酸性化を減らす
海洋酸性化の抑制

海洋資源の持続可能
な利用による経済的
利益の増加
小島嶼国の経済振興

乱獲に寄与する助成
金の終了
漁業補助金の適正化

海洋汚染を減らす
海洋汚染の防止

海洋生態系の保護
と復元
海洋生態系の保全

違法な漁業の取締
IUU漁業の撲滅
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ユネスコ IOC（政府間海洋学委員会）が
取組むSDG14: 海の豊かさを守ろう
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IOCとは

IOC（政府間海洋学委員会）：UNESCO傘下の海洋に関する包括的な政府
間委員会であり、海洋観測、津波防災、人材育成、海洋法条約を含む様々
な事項について議論される。現在、150ヵ国加盟している。
1954年の第8回UNESCO総会で茅誠司（後に東大総長）が海洋問題特別委員会の設置を提案し1960
年の第11回ユネスコ総会でIOC設立が決定された。

日本は執行理事国を務めており、毎年執行理事会が開催され、隔年で総会
が開催される。
IOC分科会を中心に専門家を総会や執行理事会に派遣し対応している。海洋
観測･調査、海洋データの収集管理及び交換、津波早期警戒システムの構築、
教育訓練、地域協力を実施。
日本はユネスコへの分担金の支出において大口のスポンサーとなっている
ほかIOCに対する資金拠出も行っている。IOCの執行予算はユネスコの予算
の約2%で、年間約1000万ドルである。
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UN
国際連合

1945-

GEWEX
全球エネルギー・水
循環研究計画

1988-

GOOS
全球海洋観測システム

1991-

GTOS
全球陸上観測システム

1996-

GCOS
全球気候観測システム

1992-

IGFA
地球変動研究のための資
金供与機関国際グループ

1991-

FAO
国連食糧農業機関

1945-

IOCを中心とした国際研究計画相関図

UNESCO
国連教育科学文化機関

1946-

UNEP
国連環境計画

1973-

CliC
気候と雪氷圏

2000-

MAHASRI
モンスーンアジア
水文気候研究計画

2005-

ARGO
アルゴ計画
2000-

WMO
世界気象機関

1951-

Asia CliC
アジア気候と
雪氷圏

GCP
グローバル・カー
ボン・プロジェクト

2001-

IMBER
海洋生物地球化学・
生態系統合研究

2004-

IOCCP
国際海洋炭素
研究調整計画

2005-

SOLAS
海洋・大気間の物質
相互作用計画

2001-

IOC
政府間海洋学委員会

1960-

ABC
褐色雲観測計画

2001-

IPCC
気候変動に関する政

府間パネル
1988-

IOC関連国際研究計画

その他の国際研究計画

IRHCP
国際高精度観測
炭素計画
2005-

WCRP
世界気候研究計画

1980-

TAO/TRITON
タオ・トライトン計画

1998-

CLIVAR
気候変動性・予測可能性

研究計画

1995-

ISC
国際学術会議

2018-

2015-

FE COASTS
フューチャーコースト・プ

ロジェクト

2015--
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西太平洋に関する政府間地域小委員会（WESTPAC）とは

•IOCのsub-commissionであり、22カ国が加盟。議長、副議長（3名）が
Advisory Groupの意見を聞き運営。日本からは共同議長、Advisory 
Groupメンバーを輩出
•IOC-WESTPACが実施する、東・東南アジア及び太平洋地域の海洋科学や
GOOSの北東アジア地域での観測（NEAR－GOOS）、東南アジア地域で
の観測（SEAGOOS）等に関する事業、会議等に参加・協力
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西太平洋に関する政府間地域小委員会（WESTPAC）を通じた貢献
SDG14.2, SDG14.3, SDG14aに貢献

•平成29年度 政府開発援助ユネスコ活動費補助金「IOC/WESTPAC地域海洋学ト
レーニング・リサーチセンター (RTRC)活動の試行と地域海洋学トレーニング・リ
サーチセンターネットワークの構築」の実施
•日本のRTRC設立を認められるためにはセンターとしての人材育成活動を5年間継
続させる予算と人材を確保する必要がある。中国(海洋気象)、インドネシアは活動
中。中国(海プラ)、フィリピン、ベトナムも準備中
•さらに引き続き日本からのUNESCO信託基金(JFiT)や他の支援を受け、人材育成を
含む様々な事業を展開すべき

WESTPACと人材育成

2019年7月31日～8月2日、東京で開催された「国連海洋科学の10年地域計画ワークショップ」
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持続可能な開発のための
国連海洋科学の10年
「海洋科学の10年」

28
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7
つ
の
期
待
さ
れ
る
成
果

10
の
挑
戦
課
題
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Ocean Decade Challenges 10の挑戦課題

pollutants and 
contaminants
海洋汚染

solutions to 
protect, monitor, 
manage and 
restore 
ecosystems and 
their 
biodiversity
海洋生態系

sustainably 
feeding the 
worldʼs 
population
食糧資源

equitable and 
sustainable 
development of 
the ocean 
economy
海洋経済

ocean-climate 
nexus and use 
this 
understanding
地球温暖化

multi-
hazard 
warning 
systems
災害警告

identify and 
overcome 
barriers to the 
behaviour
change
人と海

capacity 
development and 
equitable access to 
data, information, 
knowledge & 
technology
知的財産共有

digital 
representation 
of the ocean
デジタル化

ocean 
observing 
system
海洋観測 30



Objectives & Sub-Objectives 目標
Describe the process to achieve the ‘ocean we want’ via the Ocean Decade Challenges

“

海洋情報の価値を高める“バリューチェーン”
を、利害関係者と共に設計して発信する

Increase the 
use of ocean 
knowledge
巧く使う

Generate 
comprehensive 
understanding
よく理解し

Identify & 
generate 
required Ocean 
data, 
information & 
knowledge
つくり出し

きれいな海
健全な海
生産的な海
予測できる海
安全な海
開かれた海
魅惑の海

THE OCEAN
WE HAVE
今の海

THE SCIENCE
WE NEED
必要とする科学

THE OCEAN
WE WANT
望む海

10挑戦課題

DECADE ACTIONS
10年に向けての行動

31

"科学は事実です。 家が石ででき
ているように、科学も事実ででき
ています。

しかし、石の山は家ではなく、事
実の寄せ集めは必ずしも科学では
ありません”

Henri Poincare (1854-1912)
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「海洋の10 年」で 2030アジェンダを達成するためのロードマップ



国連海洋科学の10年国際推進体制

分散型調整体制

「10年」調整事務室（IOC事務局）「10年」助言会議UN関係部局

国連総会

IOC総会・執行理事会

UN Decade of Ocean Science for Sustainable Development Implementation Plan Ver. 2.0

参画各国 国内委員会
33



国連海洋科学の10年研究会

国連海洋科学の10年日本国内委員会

文部科学省
研究開発局海洋地球課

日本ユネスコ国内委員会 (事務総長：国際統括官)
科学小委員会IOC分科会（主査：道田 豊）

UN Ocean Decade Coordination Unit
UNESCO/IOC Office

関連学会（日本海洋学会, 日本海洋政策学会など）
大学（東京大学, 東京海洋大学など）
研究機関（JAMSTEC, FRA, MRIなど）
日本学術会議

民間企業、日本財団、NPO/NGOsなど

関係省庁等
内閣府総合海洋政策推進事務局
外務省、国土交通省、環境省
海上保安庁、気象庁、水産庁、

海洋研究開発機構など

Established on 25 Feb. 2021

Kick off meeting 
on 31 Aug. 2020
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設立されたか、準備中の「海洋科学の10年」の国内委員会

35

China
Philippines

Australia
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海洋科学の10年に向けての行動
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213 プログラムの申請

38

2020年に行われた第１回目のOcean Decade公募結果



1st Callで採択されたプログラムの大洋別と10の挑戦課題への分布状況

2nd Callでは、1. 海洋汚染、2. 海洋生態系、5. 地球温暖化に焦点を絞る 39 39
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承認されたプログラムでの10のChallengesの分布

海洋汚染

海洋生態系

食糧資源

海洋経済

地球温暖化災害警告

デジタル化

知的財産共有

海洋観測

人と海
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採択されたプログラムの資金の必要性 ¼の充足率

活動資金

プロジェクト資金

調整用資金

合計

必要額 確定額 差額

約3000億円
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2022年10月15日から公募になったNew Call for Decade 
Actions No. 04/2022では、

チャレンジ6「Coastal Resilience」
チャレンジ8「Digital Representation of the Ocean」
のプログラムを募集しています。

また、25の承認されたOcean Decade Programmes が
Decade Projectの応募を待っています。

https://ioc.unesco.org/news/ocean-decade-launches-new-call-decade-actions-no-042022



43



44

A DECADE 
ACTIONを主導また
は参加

⾃主的な利害関係者
ネットワークを確⽴
または参加する

THE OCEAN 
DECADE アライアン
スのメンバーになる

GENARATION 
OCEAN (GenO) に参
加



国連海洋科学の10年ーわが国のすでに取り
組んでいる事例集が出版されました。英語
版もあります。

政府機関や地方自治体、学術的学会、研究機関、
大学、民間企業などから48件の事例が紹介されて
います。

詳しくは国連海洋科学の10年国内委員会
ホームページをご覧ください。

https://oceandecade.jp/

海洋科学事例集
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Decade Implementation 
Plan

Global Ocean 
Science Report

Ocean Literacy for All

英語よりも日本語が得意なみなさんのために



IOCとSDG14
IOCが取組むSDG14のいくつかの課題

1. 海洋観測網の強化
2. 海洋汚染、海洋酸性化の影響の取組み
3. 海洋技術の移転
4. 海洋科学研究への人材育成

14.3 あらゆるレベルでの科学的協力の促進などを通じて、海洋酸性化の影響に対処
し最小限化する。
14.a 海洋技術の移転に関するユネスコ政府間海洋学委員会の基準・ガイドラインを
勘案し、科学的知識の増進、研究能力の開発、および海洋技術の移転を行い、開発途
上国、特に小島嶼開発途上国および後発開発途上国の海洋の健全性の改善と、開発に
おける海洋生物多様性の寄与向上を目指す。
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海洋観測網の強化

アルゴフロート観測網
投入されたフロートは水深1000mまで
潜っていき、10日間海流とともに漂いま
す。10日に1度、2000mまで沈んだのち、
水温、塩分、圧力を計測しながら、海面
に浮上します。人工衛星と通信し、デー
タを陸上に送信します。

海洋観測ブイ「トライトン」
エルニーニョやアジアモンスーン等に関わる
気候変動研究のため、インド洋から西太平洋
の熱帯域において観測ブイを計画的に配置し
ネットワーク化し、海上気象・海洋データを
長期にわたって取得しています。

©JAMSTEC©JAMSTEC

©JAMSTEC
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2009
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全球観測への貢献 SDG13, SDG14.1, 14.2, 14.3, 14.4, 14aに貢献

IOCの主要プロジェクトの一つが全球海洋観測システム（GOOS)である。GOOSは様々な観測プ
ログラムから構成されており、日本は、船舶観測、漂流フロート観測、係留系観測で多大な貢献
をしてきている。

船舶・フロート・係留観測の全体計画

この10年間の日本の貢献

海洋観測網の強化
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海洋汚染の海域別発生確認件数
海上保安庁による調べ
油による汚染は全体の約58％を占める
本州南方から赤道域において測量船に
よる水温、塩分、海流、波浪及び海洋
汚染の定常モニタリング観測等を実施

海洋汚染への取組み
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気象庁海洋気象観測船
「凌風丸」などによる
東経137度線に沿った
長期海洋観測

海洋酸性化の現状と影響への取組み
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西部北太平洋での海水中の二酸
化炭素とpHの長期変化

pCO2: 1.6±0.2 µatm yr-1

pH: -0.0015±0.0003 yr-1

52



53



President of Science Council of Japan 

(SCJ) handed the Joint Statements in 

person to Mr. Shinzo Abe, Prime Minister 

of Japan on March 6, 2019

海洋生態系に対する脅威と海洋環境の保全
-気候変動と海洋プラスチックゴミ



2050年までに海洋プラスチックごみ
による追加的な汚染をゼロにまで削減



©JAXA, NHK

For sustainable Future Ocean 
of our unique aqua-planet

私たちの住む水の惑星の持続可能な
未来の海を築くために

From  the Ocean Decade
海洋科学の10年を進めましょう
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